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の研究｣(飯括二郎･蓑在彦編 『植民地期朝鮮の社会と老抗』未来札 1982年),⑧平井広二 ｢日
本植民地財政の展開と構造｣(『社会経済史学』第47巻 第6号 1982年),溝口敏行 ｢日帝統治下
における台湾 ･朝鮮の実質政府消費の推計｣(『一橋論叢』第71巻 6号 1974年),④徐賛殊 『日
常下車国司植民地財政ql閑せ研究』嶺南大学校大学院碩士論文,1982年｡㊥大蔵省昭和財政史編
纂董編 (水田直昌述), 『昭和財政史』第16巻 1961年｡
第142巻 第5･6号
































































































表3 鉱 ･工業補助費の細部内訳 (1941年) (単位;千円)
主 要 内 容 l基準 (円)支給額 l 実 績
く金 鉱)
①探鉱:機械水平坑
機 械 竪 坑
手掘水平坑
手 掘 竪 坑
㊤製錬生産業費補助
㊥金 山道 路 改 修
⑳そ の 他 (金鉱)
〈石 炭)
①石炭 増 産 奨 励
㊥石炭生産補償金










鱗 状 黒 鉛
主 要 内 容 基準 (円)支給額 実 績
くその他) 202
鉱 業 小 計 27,752
工莱 く製 鉄) 20/T2-5.7 3,704 134千T
銑 鉄 増 産 2,680923
鋼 板 100千T
製鉄用石炭輸入 205千T
(軽金属)アルミニウム 150′T77-33ノKl 73.0 4千丁62 Kl
く人造石油) 3,697
①人造石油:水添法 3,245
:低乾法 49-19/Kl 68 3.4千El
④無水酒精:木 屑 32.8/Kl 143 4.3千Kl
く化学肥料〉 3,453
硫 安 2,745
石 灰 窒 素 17.3/T 193 11千T

































15),16) 朝鮮給督府編 『昭和16年補助費支出内訳』 (水田文書)参照｡
17) 東洋経済新報編 『朝鮮産業の共栄圏参加体制』1942年,99-101ページ｡






備考:i) 上段は実数と( )内は卸物価指数でデフレー トした街を示し,下段は増加指数を示す｡
2)37年基準の卸物価指数は37年100,39年145,41年157,43年185をもちいた｡これは井

























図1 各 種 工 業 生 産 指 数








坪工場)帝国検証 (仁川工場)等10社にのぼった20㌔ また金属 ･化学 ･窯業は






めていた｡朝鮮人資本は軽工葉一紡績 ･製粉 ･製穀 ･木製品 ･印刷等に20-30
















つまり,朝鮮製鉄事業の内容 (41年)は鉄鉱石生産1363千 トン (内移出766千




24) 前掲 『昭和16年補助費支出内訳』 (水田文書)｡
25) 日本政府 ｢官報｣1937年11月25日付 (3270号)｡
26) 生産統計は前掲 『朝鮮経済年報』ソウル,1948年版卜瑠2ページ,移出統計は商工省金属局編
『製鉄事業参考資料』1943年,268-271ページ｡

























27)1長島 修 ｢日本資本主義下朝鮮における鉄鉱業と鉄鉱資源 (上)｣(『日本史研究』183号)3ペ
- ジ｡
28) 人造石油事業史編纂刊行会 『本邦人造石油事業史概要』1972屯 229ページ0
29) 前掲 『昭和16年補助費支出内訳』 (水田文書)0
30) 糟谷憲一 ｢戦時経済と朝鮮における日窒財閥の展開｣ (『朝鮮史研究論文集』第12集)189ペー
ジ｡
表5 戦時下における朝鮮中小工業の実情 (1942年末現在)
東 種 原 - 料 1生 産 販 売 1 従 業 人
軍 手靴 下 50%減f′ 25%上昇/′ 印▼r 50ヲ減 事蒜誓 合 納入後1遇内入金/′ 2-輿 ;:…岩::
ゴ ム 60-70熟 逮)p 不 変 30%休 布靴へ設備転換 不 変 60-70%増 加 10/工場0.7-3.5日′日





















































































地 税 15.8 15.4 15.8 14.7 13.7 13.3 13.8 13.8 9.9 13.9 14.1 13.0 2372
関 税 7.4 7.9 ll.1 12.7 13.2 16.8 12,8 16.7 17.2 14.9 7.2 2.4
酒 .秩 ll2 ､13 35 65 95 217･240 2.64 ･280 295 313 282
そ 完 他 l(14i)9i(156)4I(15i)9i (176)1F(18削 ('10igI(136)9h l17i)3日 214i)3日 216i封 (313iヲt (13)9EI















































用酒摂生嵐 無水酒精生鼠 酒の生産量統御等にふりわけられた45㌔ したがっ
て,酒摂生産石数は391年以降,3.4百万石46'を最高にやや低下懐向であった｡














49) 井上晴九 ･宇佐美誠次郎 『危俵における日本資本主義の構造』岩波書宿,1981,94ページ｡
植民地期朝鮮における戦時財政の展開 (587) 85
表8 所得税の所得種群別比較 (単位:百万円,%)
区 分 朝 藤 _日 本
1935年 ･993年 い 942年 1935年 1939年
田 沓 計 106(33.4) 171(30.1) 280(25.2) 166(6.7) 447(8.8).
貸宅地及家 . 12(3.7) 19(3.3) 27(2.4) 378(15.2) 454(9.0)
工 業 13(4.1) 25(4.3) 36(3.2) 146(5.8) 403(7.9)
俸給.給料 64(20.1) 100(17.5) 237(21.7) 482(19.4) 961(19.5)
賞 与 13(4.1) 31(5.4) 87(7.9) 193(7.7) 49'7(.9.8)
そ の他 52(16.7) 85(14.9) 132(ll.9). 820(33.2) 707(14.0)
合 計 317(100.0) 567(100) 1,107(100.0) 2J464(100.0)15,044(100.0)
出典:『朝鮮総督統計年報』各年版,及び 『昭和財政史』第5巻附録より作成｡
個人所得税の源泉別構成は,表8のように,朝鮮の方は農業 ･商業の比率が














86 (588) 第142巻 第5･6号
名目法人所得 (戦時独占利潤を含む)等の増ズ机 法人税率の引上げ (40年10%
から12.5%へ)52)に基因する′.しかし,40年以降法人税の伸び悩んだことは軍
需産業に対する広範な法人税免除措置の結果である｡すなわち,重要鉱物製造





















































58) 同上 第5巻,資料Ⅱの10-11ペー ジ参照0
59) 同上,第3巻,550ペ ジー｡
60) 同上,第5巻,資料IIの10-11ペ ジーより計算｡













































90 (592) 第142巻 第5･6号
以上のような論理から見ると,膨張していく朝鮮戦時財政支出は租税収入,
官業収入のみではまかない切れず,ますます公債収入に額らざるをえなかったO
そして,やがて朝鮮戦時財政は財政破綻の危棟に直面することになるO
